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-新年11予'草案と締政方針

新
年
度
予
算
案
と
施
政
方
針

ー
大
川
市
長
が
3
月
市
議
会
で
提
案
説
明
1

予箆総額

1m憶mo方向

平
成
十
一
年
度
の
予
算
案
忽
ど
を
曹
援
す
る
奈
良
市
議
会
-
一
一月

定

例

会

陪

三

月
二
一
一
日
開
会
し
審
援
が
銃
け
↓b
れ
て
い
ぎ
す
・
今
鑓
会
に
ほ
平
成
十
年
度
関

係
と
し
て
値
穂
積
一
件
緩
案
八
件
平
成
十
一
年
度
関
係
で
険
組
被
告
十
一
件
と
新

年
度
予
算
忽
ど

m粟
二
十
七
件
が
上
程
さ
れ
て
い
ま
言
・

初
日
の
本
会
麗
で
大
川
市
圏
震
が
平
成
十
一
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
総
網
に
観

閉
す
る
と
と
も
に
新
年
度
の
施
政
方
針
忽

b
ぴ
に
行
政
に
つ
い
て
の
所
慣
を
表

明
し
ま
し
た
@
そ
の
酋
露
首
は
次
の
と
お
り
で
雪
。

一
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一
俊
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返
仁
符
え
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市
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市
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西
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史
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ら
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市

民
の
害
車
。
日
五
品
。

決
意
で
あ
旬
ま
す
a

き

て

わ

が

国

長

官

月

の
月
例

mw済
報
告
に
よ
る
と
「
憎
め

て
厳
し
い
状
況
に

2も
の
の

E
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i
-

f
2
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i
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留
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塁
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力
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〈
す
と
の
観
点
に
立
っ
と
と
も
に

E
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2
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S
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点
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凶

る
こ
と
と
し
で
い
ま
す
・
し
地
L

固
め
小
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f
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よ
び
例
久

2
2
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き
れ
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一
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で
当
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の
緊
息
罷
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i
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応
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引
き
線

t
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2
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え
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な
ど
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状
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あ
句
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す
・

ニ
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脅
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E
h
a
E主

進
し
習
の
抑
制
を

T

E

!
i
L
E
E
 

長
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i
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ハ
%
の
省
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れ
て
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す
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本
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を
み
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市

2
2

i
i
g
i
E
 

i
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z
f綱

哲

iも
の
の
個
人
市
長

i
i大

幅

員

事

実

智
れ
る
こ
と
に
よ
る

E
Z込

ま

れ

旭

H
特
例
公
付
金
地
克
交

付
艇
の
漕
に
よ
町

定

E
Z

協
が
で

iも
の
の
大

E
K

も
の
』
と
な
勺
で
い
ま
す
。

}
の
よ
?
な
状

a
l
n処
す
る
た

め

喜

の
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Z
行
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改
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へ
の
取
組
み
を
き
ら
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鋭
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」
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f
i
-
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検
針
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限
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E
に

よ

り
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と
し
て
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本
市
も
要
件
を
横

t
す

)と

J'

h

伍
町
ま
す
の
で
中
懐
寄
市
へ
の

修
行

t
向
け
て
柵
倒
的

t
取
旬

ft与
え
て
」

1・

訟
は
こ
れ
か
ら
も
一
貫
し
て

「
や
き
し
さ
と
ふ
れ
あ
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の
あ
る
ま

3
i
:
2
2
tて

市
肢
を
鐙
温
し
て
い
き
た
い
と
ぞ

え
て
」

1・

こ
の
よ
う
な
万
針
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ま
し
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奈
良
市
の
術
均
腔
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す
る
+
特
別
会
針
?

U

4

百
三
十
四
億
七
千
九
百
二
十
万
内
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忘
年
度
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寓

t
比
ぺ
で
瓦

O
パ
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セ
ン
与
の
相
次
い
で
公

1
5針
E
百
八
十
億
図

?
入
管
日
万
円
で
す
。
与
度
予
憶
に

比
ぺ
で
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三
パ
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セ
ン
ト
の
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色
傘
"
ニ
れ
ら
ゐ
馬
会
齢
を
合
併

し

f
i
t
s
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一
千
九
百
十
玄
億
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?
七
自
二
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万
円
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な
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年
度
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穂
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べ
で
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1
セ
J
j
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捕
と

な
勺
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第
で
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句
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.，宙定事11予震震と箱路町針

置
か
怒
人
間
性
と

市
民
主
化
を
膏
む
社
会
を
め
古
し
て

省
毎
と
し
て
の
嵐
絡
と
伝
統
を
荷
民
生
活
の
忽
か
ほ
取
。
ス
れ
た

新
危
広
文
化
君
臨
劃
の
娠
興
や
次
代
を
淘
吉
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を

主
か
し
創
造
性
老
叢
一一
つ
学
絞
教
育
に
努
め
る
と
と
も
に
生
涯
学
習

活
動
を
支
却
す
る
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
つ
ぎ
の
よ
う
忽

施
策
を
す
す
め
ま
ザ
・

変
化
現
場
の
彊
傭

昨
年
十
万
に

E

・2
2

E
E
R
Zに

Zき
れ

れ
こ
と
を
誌
に
文
化
財
保
散
に

宇
品

T
i
-
-認
め
て
い

Eく
た
め

;
E主
f

に
努
め
て
も
く

iに
新
た
に

聞
に

1
2へ
の
股
置
が
予
定
き

れ
て
、
る
(
仮
株
》
ア
シ
ア
水
平
浮

医
界
選
高
等
文
化
財
保
提
凶
か
事
締

!
;
iに

協
力
し
て
も
き
ま
す
・

R
S
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2
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拠
品
事
と
し
て
禽
闘
に
お
L
て
密
航

tzmmztz-Rn 

Z豊
富

と

そ

の

自

の

設

立

に

守

型

1・

文

化

這

劃

の

療

興

一月
一
日
に
開
館
L
た
「
告
ら

ooi;i詩

型

空

と

し

て

t一
Eれ

た
生
像
文
化
に
後
す
る
級
会
の
後

倹
を
図
り
ま
す
・

生

涯

学
習

の

語

興

師四回目岡崎配八四内密

「
生
革
開
争
調
町
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ン
タ

』
を
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点

に

布

告
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健
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・
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2
2
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導
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S
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進
め
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と
と
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ぶ

敏
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ン
ピ

Z
1
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漕
設
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S
E
E
S
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備
占
克
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絡
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す
・
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ゆ
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閲
捕
性
佐
川
吋
鍍

Z
に
よ
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2
2
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7
i
f
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憧

E
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な
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E
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文
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財
」
を
線
"
と
し
た
岡

続
本
め
作
成
を
訂
L
ま

す

ま

た

陣
年
に
市
制

O
O
鴎
寧
を
遣
え

た
団
内
岡
市
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S
W
少
年
の
受
流
企

は

じ
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古
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t
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2
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E
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に
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伸
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1
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z
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t
t
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体
)
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ポ
ー
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体
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皿
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を
引
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-
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と
と
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コ
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テ
ィ
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ポ
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2
2
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z
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た
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併
値
司
鯨
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市
の
6

円
安
市
・
州
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と
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↑
一一
修

市
ス
ポ
ー
ツ
交
淀
ト入
会
実
現
i
向

け
て
の

Eを
2
1

う
る
お
い
の
あ
る

世
置
で
盟
主
忽
杜
舎
を
め
ざ
し
て

本
市
の
歴
史
的
忽
叉
化
轟
産
や
自
然
に
恵
ま
れ
た
緑
畳
か
忽
環
境

克己
守
り
住
む
人
も
齢
柄
引
る
人
も
安
全
に
遡
こ
ゼ
る
鶴
市
型
塊
を
形

成
す
る
た
め
つ
ぎ
の
を
つ
忽
施
策
を
す
す
め
彦
ず
・

市

街

地

'塩

偏

i
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い
て
は

i
i

に
よ
る
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E喜

E
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進

し

手

1
・
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し
て
員
し

で

い

る

j

!

つ

い
で
も

i
i
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る

i
!

受

週

対

策

リ
ニ
ア
中
央
紙
僻
舗
に
つ
い
て

は

i
R
Zに

向
け
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i
i
Hし

概
観
的
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l
-
R
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か
げ
る
と
と
も

t

喜

2
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l
向
け

を
計
上
し
ま
し
生

ま
eム

快

副

葬
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の
佳
“
m
t仰

い
日
制
民
日

t
お
げ
る
駁
光
移

S
F
E
E
tと
か
ら

交
通
帳
織
の
鰻
耐
を
凶
る
方
策
と

し

で

符

a
頂
期
I
お
け
る
市
観
自
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パ

ー
ク
ア
シ
ド
パ
ス
ラ
イ
ト
方

式
の
義
人
を
図
る
色
色
も
に
‘

4
a
m
l
お
げ
る
佐
古
厚
相
帽
を
街
色
切
に
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用

:
2
2
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ム
め

E
に
取
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組
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ま
す
・

f
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主

2
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ス
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利

便

性

伝
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性

信

t
A

る
た
釣
ノ
シ
ス
テ
ッ
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パ
ス
め

T
I
Eを
行
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1
・

t
s
12食
欲
付
近
連

続
立
体
交
釜
事
実

6
つ
い
て
は

国
国
需
と
と
も

t
そ
の
後
温
£
奮
闘
幽

旬
ま
す
・
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道
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網
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箆

傭

引

き

続

き

普

Z
Sの
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1
2
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;
iに

2
5

2に
も
促
慮
し
な
が
ら
安
在
の

噂

ωm
・
・
t
g
悶
り
ま
す
・

さ
ら
に
近
似
平
嶋
駅
尼
今
注

駅
の
駅
会
‘
廊
下
化
工
事
に
対
し
て

も

引

き

健

ifmu

zzを
図

iす・

住

宅

宅

地

造

成

市
合
住
宅
の
建
持
併
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金
引
き
鰻

!
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つ
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て
は

B
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z
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工

3
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Z
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て

2
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ま
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ま

す
・

上
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大
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低
援
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二
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事
業
と
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て

z

j
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抱
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鏡
備
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温
め
ま
す
・

R
7
2
1
S
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・
や
水
場
水
肩
砲
の
保
令
対

策

広

報

情
"
の
充
実
会
側
句
e
す
・

f
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つ
い
て
は
東

i
i
i
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t
f
順

次

上

童

話

合

会

図

旬

、

ー

ま

で

の

同

量

設

の

E
E長
め

ま

す
・

下

水

通

引
き
続
き

E
支
緩
め

Eを

:
i
E
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2十
一
年
度

t
u
f
r

士
F

O
パ
1
セ

i
;で

い
ま
すR

E築
事

iに
つ

い

で

も

引

S
続
き
筏
衡
を
従
道
し

ま
す、

」

対

策

み

分
耳
目

Eと
市
民
意
慢
の

Eを
T
E
a
t

2
2
1一
層

Zす
る
た

め

ぺ

ツ

ト

ボ

ト

ル

を

き

傷

?
ピ
ン
な
ど
の
盆

E
f実

‘
し
ま
す
・

ー

!
E
Z
Zグ
イ
オ

キ

y
ン
付
値
曹
の
た
め
の
改
造
や
衛

生
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

Eー
も
取

り
組
包
み
ま
す
・

環

情

保

全

対

策

Z施
策

品

合

的

酎

R

p
h
纏

進

す

る

た

め

固

i
準
ヒ

関
係
条
例
の

E
t
z
z

闘
を
策
定
す
る
と
と
も
巳
そ
の

2
2め

ま
す
・

ま
た

γ
ィ
ド
リ
ン
グ
に
よ
る

献
の
傷
気
ガ
ス
を
婦
ら
し
歴
史

寝
鳴
を
際
金
す
る
閉
択
か
ら
奪

日
大
社
監
献
渇
lh

パ
ス
衆
務
“
"
の

休

皇

官

蓄

を

行

い

1

防

災

消

防

引
き
且
聴
き
消
防
車
両
や
紡
火
水

禍
な
ど
の
陵
備
充
実
に
努
め
る
と

と

も

に

新

rな
鎗

eieつ
い
て

も

2
2自
i
t

1
2
2
S
F火

災
か
ら
守
る

rめ
文

化

財

防

災

n-Rの
強
化
金
図
る
と
と
も

l

k
健
防
災
ク
ラ
プ
の
繍
成
な
ど
に

i
E
S
2型
車
に

や
す
昌
吉
と

生
き
が
い
の
あ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

住
み
慣
れ
た
勉
属
社
会
の
忽
か
で
障
も
が
自
立
し
健
康
で
一
集

き

が

い

を

号

聖

心

し

た

円

i
i
i
f

つ
ぎ
の
よ
二つ
慈
施
策
を
す
ザ
め
ま
す
・

児

• 調

祉

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
と
緊
急
仙
maw

a
2
2
2に

T
t

れ
た

Z
サ
ー
ビ
ス

Eを
修
道

す
る
た
め
偲
盆
育
成
附
闘
の
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【地縁援奥券肱郵 送します。〕

円権以下の児盆のいる駐停め量停三症と'"附日ま"'交付

申繭し 奮.杭 占果交付付象賓と包められた人lっしでは

3月下旬に旭湖誕興券を.溜配録係使で送付します

また 付象.と認められな地ヮえと人について" 河交付決

定通知轡を透付します.

【3月 11日以降に転入した人について〕

3 111 I日以鈴じ奈n市に転入L 前住所・で・.綴"'惨め
交付を受けでいない人については 31!F旬にIJ..II:仮契砂

を侭透するこ左過でき霊ぜんので '"に欠付申歯肉の受付金

予定しでいます.

[3月 10日までに申請 でき忽かった人について)

年金 手当の受鉛r.~事 績低績. 社会偏艦施霞入所有.

およ開，.以上の申負傷カ吃I!'-'人で 3月'"日 重でに交H'細
舗できなかった人時HI: 山一予定していH .
【4月の交付申摘 について)

'"の交付申属高についでは 4 !l 1日号のしみんだよ"で

む畑らぜする予定です.

くわし'" 市役所制緩興附S事業&&11"0
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きい

I悶札、合わ'1市環境 俺礎工渇 (ft

"一則~事センターでは古紙布期信

ぴん勿の再生寅翠も得ち込ゐでき
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忘れずに受けましょう

狂犬病予防注射
平成11開問 予 防 閥 次 明 相官.悶

飼 って晴人l措寄りの会喝へ劃てきてください.科齢

制注射間四阿 廿 ( 地 抑 制 酬 で ;!lI: 11 "'). 

犬の酋姻 ロ・・をしっ.，とつフ 犬にZ忘れた人が遡れてき

てください

開聞を円滑に週四国自牌虚に柑しした封筒

(必要車頃を奮いたbの)!J'. 11札、主の健所 氏名、電極書時

ヲ開制闘 フその笠毎月8(ねから"'、とを俗鋼し峨問てぴら

の鞘)毛色略ぴ名オスメス岬団山 メモを糊

してくださL、
湖周中"費げられ忽い酒倉客 隊医備で這射を受げてくだ

さい 注射の問い合わぜや 野犬忽どの省情協書房健保健所

(穆23 -6 1 71) "" 
ヨ医新規~登録惨 臨時宣録窓口開般会・0 市役所衛生援

各lli彊所通縮所で量録してく足さL、
くわしくほ m師衝姐~

注射と趨時霊録ができる会楊

注射会場

し尿くみ取り料金がかわります
「寮慶市'堅実物の処理及び滴婦に関..条例jの-

酎 Eに日 鴨川4月1回 目 く み 取 り陥

が制ょう団りま..

濃くみ阪刊明琶 湖 討 時 制 仰 醐Uて

くrささい

0・S貨の人惣ゃくみ思りの園鎗 ζ変更伊週ちると..

。伝入ゃ底上舗をされるとき.

oエ・8どで.崎のくみ取りを符ï1<!n~とI!I<L I百
箇省官でに噂し

込んでください

【問υ8ね包】蜘柿甫奨公栓 (n33-8782)"-. 

組凶M'" 114 



乳兜健 康 相続
開 御 柑岬811!tltl.帖附寝

間Jr~'， 31111J岬 の い な ど

で い叫醐仲 同 日体
州 選 嗣 肘 帥附問時

帥 ・飢 噌 わ十 耐刊刷師、
4周 4昼間帽間判明.

l ， .と之ろ J

1"図凶M 胤川副副1 ・..，，~一 l

3 11 6 か月児績 ~
同 ."''1'<<7判川4:1"0:>九陶H
IHI. ~lT~'. 3111日以降向転入肘ど

で属かい叫成機会恥 附 脅…畑

出身向帆 11ft"!> 附

..口隆司~!tJ"j~叫岬惜醐

晴晴岡 市酬 _*1"語、

‘周 酎肝・・1関当トE同学

片 品τ酬を百十主主計
1環 6か月児被惨と
妊産婦歯科健~

閣間男 陣

同 .".'f.<<9等叫 4:fI<1)('， "'.. 
叫~iT# . 3111 日以降唱入肘ど

市村、川師会喝へ 閉 包…判

断欄 内"iUf，j慣例:;t1!，IJJ隆儀生首。

帥輔際・..... 
同 0'日凶， iIi!l会‘・へ .内宮 .

柑貧 ロ竪粧M ・臥 噴出 一市

師岡崎 " .̂

咽 酎 吋 1時 岬
「一一一言一一石「一一一了~ " .. 

l L日 比 "". "目 l帳酎ム..^， 
4 か月児被惨

同・~' '''f刷司~ ， 1R聖堂 れの7 ・醐
綱聞 ...111.か11j， ~った院から 1 か月以

内. 開"!I'~遂町 ま守が 3月，"以隠の

・~Á~ '"どで届叫L 川 崎川刷

通提ヘ ・内密…身体計測関画像内""

. 暗闘陽一州指定!ol4!1ll'111 川

四 一関岡肝，.瞬 間 傘 縁仏

健康鶴座「烈年を楽しくJ
耐酬帥<汁ー帽~ fT. 

山 3}11I叩1l2IJ-31U.~ 

ところ 酎l!i[1I1t:t't:〆'一 ・醐一

臨"帽の・ ，値目ん 晴剛 健

料 ・・し込みー不安 司日副主織舎助へーTlI¥lIl即 時間一
l官後膏・!t1l1たは開イヒン，ーへ.

小兜マヒ予防にポリオ生ワクチン
寸兇マヒ予駒のためポリ，生ワクチンの

...次の目権です"ます.ポリオ."

，ン".週間駐の間金おいて2回開

L重す ーれほ・'I'-.H扶の2闘.・‘しで
い H

'帽 l 園" ・ '!''''W~6n26回一"月
"日今まれの..，闘'"平.，.年 1I! 1 
問、同則自れの子(平創刊川I

M川時盆問時蜘川和内今

刊 l圃も闘しれいじT'cI 富山?

闘し肝，.

〈憂I1snl;lい予〉 酬酬の体調H
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l世界遺産を二日間で歩いてみませんか!
日本を代表する 「古都奈良の文化財」が、平成10年12月に世界遺産リスト
に登録されました。 r古都奈良の文化財」を訪ねて、足を窪んでみませんか。
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奈良市環境基本計画が
まとまりました。

近年のねたらの生活様式の変化は 大気やホ会号し ものを大屋に剤費するなど身近な環境に負
荷(膨審)を与え 謄献の溢暖化やオゾン脳の破期優等地球鎚慌での負街も与えて」、ます.

これらの源問に対応寸る総合的な環塊保全への取り組みが求められている中で市民ア〆今一 ト

a1fJ馬市民の皆織カら聞きましたご意見をもとに 奈良市鍵境族本計画を策定し その枠組みを以

下のように殿"ま止めました.

主企玄4並区"'ょ-(， m去の皆俗の d 削砂お蜘哨下品、 J愈1.I.::'梅本のあ巧方i玄 守のをR
主主主主三与三l主主旦ι主主主会主主ムデ主演的王主ど主主主土loJfj!¥'己主主主主』一一一一一一一

1.環境基本計画とは ア4

・計画策定の目的
本市の息，れた挺史的文ヒ遺族や自然を守り育てても、〈ために市民事業者観光客等

及び市が協})して 環境¢来金と創造に関する篭策会 総合的治つ計劇的に舷避するこどに

よ句 環境F 力負荷のかない社会を集き 現住および将来の市民抗安全かっ健康で文化的な

生活を実現することを目的とします.

-計画の也置づけ
「系良市贋境革本計画Jは 本市のまちづくりを環境面カら総合的に推進し、環境の保全

と創造に聞して 各分野の範策事業の溢本左なるものです.

また 市民事業布 観光客等の生活や事業活動こついて ，，，.に配雌寸る指針止なるも

のです .

.対摩地縁 奈良市全協

広滅的な対応については国貼

や近隣自治体との協力を凶ります.

i
i
f
z
 

a

向

仁

-計画の対IJ
・主 体 「市民) r.集者) r観光客等』

「市(行政)J 会主体としてそ

の役割と行動を示します.

-計画の期間
畏期的観野にたあ 2 0 1 0年(平成 11年)度を日開年度左します

-望ましい理境像 ，，， 世紀を見銅えた望£しい環涜俊を次のように表しました.)

世界的文化遺産と歴史および 1 

豊かな自然が調和した都市・奈良

歴史的文化遺産を保存 活則すると同時に f.U'-子な自然舞境を維伶するため 市民事業

者 組光客等行政がともに環境保全に参加し 世界の毎市や人々と1子会飴びながら 環境

への負荷の少ない持続的鐙爆が.r能な社会をつくり 市民の生活にうるおいとやすらぎが満

ち 市民の女全かつ健康で文化的な生請が備保されるまちとなるととをR術します.
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'歴史と文化を守り胃むまち

くるまち

，)兎しいまちをつ〈ろう

4健康に・らぜる生活環，.を守るまち

"構らか伝*をa・0臨し大切にしよう

s資"の・礎的利用を図るまち

" 水のj，効利用を過めよう

@すべての主俸の・加と連続を図るまち
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3 私たちの役割 g
私たち 『市民J • r事業者J • r観光客等J . r市Jは 以下のような役割の に

「寮良市の箪ましい環境il>Jを笑調 します@

I市民]

10環境釘保全をはかるために 巴符生活にと

10環境釘保全と創造に鋳めるとともに 耐嘆絡する環境纏策に協力します.

【事業者]

f 寸

l口事業活動を行うにあたって1:製造 販売 消費廃棄に至るあらゆる段階におい

てl 環，.への負荷を低減するため 積極的 こ取り組みます.

。環境の健全と創造に努めるとともに 市が実路する環縄飽策に協力します.
一一一一 」

[観光容等1

:0環境の保全を協かるために観光等にともなう環焼への負荷の低減に努めます.

i C酬の保全と醐に努めるとともに市が臨する醐施策に箇力します.

[ 市 】

0環演の保全と創造に関する園の施策に湯じた"策 ならぴこ本市の自然的社会的条

併に応じた基本的かつ総合的伝施熊を策定し 実施します.

m府の施策を策定し 実施するにあたっては 湯漬への負荷を低減する他， f1!l11;保

金と創遣に鍔めます.

0市(行政〉としての立窃から 広い復野のもとに市民 ・事策者・観光容等の取り組

| みを先導し 到属する施策を権道し 甫自らが.集者であり、消費者であるという

| 立鳴からの取り組みもあわせて進めます.

L 一 一 J 

奈良市環j寛墓本計画/ま とめ 発行奈良市平成， ，年3月

この)J;本計画ま とめに関するご意見 ご従案がある方は3月 25日までに下配宛先ま

で書面又は F<Xにてお願いいたしま寸 .

宛先 i〒酔棚 l 

奈良市二条大路間一T包1番1号

奈良市企画部"'"交通際

fAX 0742-36-5466 

• 

カットは環境庁実
行の環鳴家計簿から
使用しました. 



再生資源(ガラスびん・ベットボトル・飲料用紙バッヲ)町別収集区域ー覧表



※ー部地暖ま(練)奈良市清興公社が収集

収集臼については日明ζE布いたします.
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